


〔全体の評価講評：救護施設〕 令和4年度
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3

サービス会議にて大規模災害時の事業継続計画の見直しを行っているが、非常用物資の保管方法の工夫を含
め、大規模災害や重大事故の発生時に実用性・実行可能性のある計画の見直し策定が必要となっている。ま
た、近隣８施設と隣接地域の自治会との相互応援協定を結んでおり、応援員が実際の災害発生時などに迅速・
効果的に動けるような計画策定と訓練の実施が期待される。さらに、エネルギー需給逼迫問題から、「停電」を
加味したＢＣＰ計画の策定も必要となっており、現在見直しが進んでいる事業継続計画のさらなる検討・改定が
望まれる。

居宅生活訓練事業について、補助金事業化を目指し、訓練参加者の掘り起こしと訓練参加のさらな
る促進に努められたい

施設では重点運営方針としての体系的な取り組みを強化し、利用者の自立支援を推進する」ことを掲げている。
訓練は、専任担当職員を配置し、「生活訓練マニュアル」に沿って、企画書・計画書を作成しこれに基づき計画
的に実施している。また、施設内の訓練室や借上げアパートを利用しての居宅生活訓練と、援助員等と連携し
たきめ細かい見守り、相談対応により、生活の場への移行を支援している。なお、独自の形式で柔軟に実施し
てきたが、補助金事業化を目指しており、そのための訓練参加者の掘り起こしと訓練参加促進に努められた
い。

循環型施設の役割として、地域生活移行支援のみならず、関係機関との連携構築を期待したい

昨年度は３名の在宅復帰を実現させ、利用者の自立支援に努めている。一方で、都内で１０箇所と少ない救護
施設として、入所を待っている希望者が多い現状が見られる中、施設では、６５歳以上の利用者が約半数をし
めている。このような状況から、施設では地域移行を重点サービス方針として事業計画に盛り込んで、生活訓練
を通して希望に基づく在宅復帰を支援している。しかし、必ずしも自立するだけでなく、利用者が安心して住み続
ける場を提供するためには、循環型施設の役割を強化することが必要であり、様々な関係機関との連携構築に
期待したい。

停電を加味したＢＣＰ計画の策定も含めて、現在見直しが進んでいる事業継続計画のさらなる検討
が・改定が望まれる

2

《事業所名： さつき荘》

特に良いと思う点
利用者の希望を取り入れながら、多様な経験ができるようさまざまなイベントを実施するほか、活動
の場を提供し、参加を促している

利用者個々の可能性を追求し、より豊かな生活や自立を援助することを施設の方針とし、多様な体験や活動が
できる機会の提供に努めている。コロナ禍が続き制約がある中で、忘年会、初詣、お楽しみ食事会等のイベント
を、感染対策に留意し、実施方法を工夫しながら開催した。多くの利用者が楽しみにしている旅行も日帰りの形
で再開できた。また、東京救護部会が主催するレクリエーション大会や俳句短歌の会への参加を促した。さら
に、地元市が推進している「街なか護美プロジェクト」などの清掃活動に参加することで活動の幅を広げている。

特別に支援が必要な利用者でも柔軟に受け入れ、利用者のストレングスをいかせる支援体制を構築
している

1

さつき荘の人的資源、物的資源及び専門知識の地域還元など、施設機能を有効に活用し地域貢献に取り組ん
でいる。人的資源や専門知識の活用としては、「暮らしの相談ステーション」、「むらやまえん生活相談所」など他
機関と連携し地域住民の福祉に関する相談窓口となり、物的資源の活用では建物・設備・空間さらに苑内喫茶
を提供している。地元の学生と職員の懇談会や、高校生ボランティアとのコラボレーションで利用者がゴミ拾い
をしたり、地域の福祉ニーズに応えつつ施設外活動も行っている。地域ネットワークと協働しつつ利用者支援に
努めている。

2

1

3

さらなる改善が望まれる点

人的資源、物的資源及び専門知識など、施設機能を有効に活用し地域貢献しながら、地域ネット
ワークと協働しつつ利用者支援に努めている

入所希望者は自らの希望だけでなく、様々な生活上の理由から施設生活へ繋がる場合がある。そのため、施
設では医療機関や福祉事務所などの関係機関との連携を密に図り、事例に向き合っている。特別に支援が必
要な利用者でも安心して施設へ移行できるよう、体験利用や担当職員の配置による不安軽減に努めている。ま
た、施設での集団生活上のルールについて、「入所のご案内」で丁寧に説明し、トラブルを未然に防いでいる。
さらに、利用者のストレングスをいかし、自尊心の回復に向かえるよう、できることは継続してもらう支援体制を
構築している。
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〔全体の評価講評：通所介護【デイサービス】〕 令和4年度
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《事業所名： ほんちょうケアセンター》

2

各マニュアルの業務及び介助手順における留意事項に「根拠」を示す等により、さらなる内容の充実
が期待される

さらなる改善が望まれる点

1

2

1

3

特に良いと思う点

アクティビティサービスを充実させて個別のニーズに合わせた利用者主体の活動を提供し、生活の
活性化を図っている

事業所のアクティビティサービスとして、ストレッチ、健康椅子体操、棒やお手玉、タオル等、身近な物を活用した
多様なリハビリ体操や食事前の口腔体操、認知機能低下予防プログラムのシナプソロジー、卓球、創作活動、
音楽、麻雀、囲碁、園芸等の多くのクラブ活動がある。その中から個別ニーズに合わせて選択し、本人が自ら準
備ができるよう物の配置を考慮する等、主体的な活動となるよう工夫している。また、シナプソロジーインストラク
ターを５名養成して、認知機能低下予防プログラムの充実を図る等、利用者の日々の生活の活性化を図ってい
る。

家庭や地域において継続した生活ができるよう利用者の状態に合わせた生活リハビリを積極的に取
り入れている

家庭や地域において継続した生活ができるよう、利用者の状態に合わせた生活リハビリを積極的に取り入れて
いる。自立支援や重度化予防への取り組みとしても生活リハビリに重点を置き、これまでの経験や、好きなこと
得意なことに合わせて役割を担う場面を創出している。配膳、下膳、洗濯物干し、たたみ、花を活ける、連絡帳
に感想を記入する、クラブ活動の準備をする等、主体的に行動する機会を多く持つことで自立生活が継続でき
るよう支援を行っている。また、生活リハビリと合わせて個別の機能訓練も実施することで、利用者の意欲向上
につなげている。

3

「業務マニュアル」を整備している他、新人研修では基本理念、基本方針、行動規範、倫理綱領、就業規則等に
加えて、通所介護事業における基本の考え方、「自宅での生活が主体」「主体性を大事に」「相手の立場に立っ
て」「連携を心がけて」「常に進化します」について、具体的な場面等も取り入れながら説明している。１１項目か
らなる具体的な行動指針も伝達し、標準化を目指している。一方で、現状のマニュアルは手順のみのものある
ため、介助場面における留意事項を反映することで、「根拠」ある支援となるようさらなる内容の整備が期待され
る。

利用者の理解を深めるためのアセスメントシートの更新のしくみの再構築と実践が望まれる

科学的介護情報システムを導入し、サービスの質の向上及び加算の算定に積極的に取り組むための体制を整
備している。アセスメントシートには生活歴、趣味・特技、現症・既往歴の他、ＡＤＬやＩＡＤＬ等を集約して、利用者
の理解を深めており、通所介護計画書の見直しの際に更新するしくみを設けているものの、アセスメントシート
の更新に関しては十分にできているとはいえないとの認識を持っている。今後は、現状の課題を検証し、どのよ
うな方法であれば更新できるか等、職員からの提案・アイデア等も募って、しくみの再構築と、実施の徹底が望
まれる。
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令和4年度

《事業所名：つぼみ保育園 》
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タイトル
子どもたちの創造性あふれる製作物を園内に設置し、創作意欲をさらに高めています

内容
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2

子どもたちの心身の成長を願い、健康体育、わらべうたなど特色ある保育を実践しています

　保育方針や保育目標を念頭に置いて広い園庭で体を動かし、健康づくり（からだ、こころ）、豊かな仲間づくり、
素足保育と薄着の習慣化を実践しています。自然が多い環境の中で戸外遊びを中心にした保育を行い、特色
ある保育活動によって子どもたちの心身の成長をはぐくんでいます。外部専門講師による健康体育やわらべう
たを取り入れ、伝承文化である和太鼓にも取り組んでいます。わらべうたの心地よい歌声や、歌詞からも豊かな
情操がはぐくまれ、子どもたちの心と体がバランス良く成長しています。そして集団生活を通じて社会性を培って
います。

3

〔全体の評価講評：認可保育所〕

特に良いと思う点

1

園の方針を示す、中期計画と連動した単年度計画がわかりやすく策定されています

　令和4年から5年間の中期計画が策定され、園が取り組むべき課題や目ざす姿を年度ごとに示し、全職員の共
通認識が得られています。園を取り巻く環境は子育て世帯のライフスタイルや価値観の変化によってさらに保育
の充実が求められると分析し、子どもの「生きる力」を育む事、保護者の気持ちに寄り添う事、地域に根差した
情報発信基地となる事を目ざしています。その取り組みは中期計画、単年度事業計画に連動し策定されてお
り、運営理念、具体的な10の重点運営方針と6つの重点サービス計画、指標となる目標利用率をわかりやすく
示しています。

　園内には子どもたちが感じたことや想像したことを自由に表現した製作物が多く見られます。幼児クラスの誕
生表は、自分の体を切紙で製作して顔を描き、子ども一人ひとりの創造力と個性が感じられる作品になっていま
す。毎年卒園制作として取り組む額縁制作では、園のお便りなどを掲示する連絡ボードの額縁を作り玄関に設
置したり、窓に設置した額縁には近隣との目隠しとなるよう子どもたちの絵を飾ったりするなど、園内で生かす工
夫がなされています。子どもたちは日々これらの作品を目にすることで刺激を受け、製作活動に意欲的に取り
組んでいます。

3

働き方改革には、業務見直しとスキルアップの両面で取り組むと良いでしょう

　園は働き方改革に取り組み、適正なワークライフバランスとなることを目ざしています。職員自己評価の自由
意見の中には、勤務時間内に仕事が終わらずに残っている職員がいることが指摘されています。NO残業デー
を設定し、有給休暇の取得促進、業務効率を上げていくためのICT化、行事の見直しなどに着手し、さまざまな
改革に取り組んでいますが、成果についてはもう一歩の所だと認識しています。結果を出していくためにも、業
務一つひとつの見直しと職員のスキルアップの両面において、新たな基準や指標を定め取り組んでいく事を期
待します。

さらなる改善が望まれる点

1

職員が将来の目ざす姿を描ける、キャリアパス制度の早期策定を期待します

　キャリアパスに関する認識が従来は不足していましたが、令和4年度からの中期計画に取り組み計画が記載
されました。今後、目ざす職位や職務に到達するために必要な経験、資格、能力、道筋などを示すキャリアパス
の全体像を示していく必要があります。現在は詳細を検討していますが、既に策定している職務等級定義や研
修計画、実施している個人研修計画/振り返りシート、年間2回の個別面談については内容を精査してキャリア
パス制度と連動させると良いでしょう。職員は将来の姿を描き意欲向上につながっていきます。今後の進捗に期
待します。

2

地域貢献できる子育て支援の発信基地として、ニーズに合った取り組みを期待します

　昨年度はコロナ禍であったため実施状況が縮小され、子育て情報誌『こんにちは！つぼみ保育園です』を年9
回発行しましたが、出前保育は2回、育児講座は1回の開催となりました。園内の委員会では地域貢献できる子
育て支援の発信基地として、感染防止対策を講じながら地域の保育ニーズに合った今年度の取り組みを検討し
ています。保護者の悩みなどをリサーチし、保護者に寄り添った内容を企画し、園内だけでなく、ボランティアな
ども含めた地域資源の活用も視野に入れ、半日体験、小中高生育児体験、子育ての相談などの充実を目ざし
ています。
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令和4年度

《事業所名：ふじみ保育園 》
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〔全体の評価講評：認可保育所〕

特に良いと思う点

1

園を取り巻く環境などを客観的に捉え、目ざす姿への取り組みを文章で示し共有しています

  2021年度の事業計画などの策定のために、リーダー層が中心となり園を取り巻く環境などの外部要因と園の
強みと弱みを内部要因として客観的に捉え、あるべき姿に向けて課題を分析整理していきました。この取り組み
には全職員がかかわり、園が置かれている現状を客観的に理解し、取り組むべきことを文章で可視化して共有
し、チームとしての一体感を醸成していきました。今後対応しなければならない課題として少子化問題や行政方
針への対応、子ども家庭庁の創設もあります。変化に対応し園を運営するため、この取り組みを継続する方針
です。

2

全職員が意見を出し合い、クラスを越えて協力し改善する組織風土が作られています

　園長は園運営の基本は職員間の風通しが良く、理念の実現を目ざし地域になくてはならない存在となる事と
考え、全職員が意見を出し合い検討していく組織風土を構築し、課題などについて職員や利用者の意見を把握
しています。さまざまな会議体や委員会を設置し、非常勤職員の発言の場を作るなど、全職員が積極的に保育
に携われるようきめ細かく配慮し、一体感のある運営を行っています。組織的には、リーダー層が中核となり職
員の気持ちや意見に耳を傾ける事や、改善に向けてクラスを越えて協力していく体制ができ、絆が強い職場と
なっています。

3

子どもの興味関心、主体性、意欲などを尊重して体験重視の保育を実施しています

　保育目標に「たくましく」を掲げ、子どもの心と体、主体性を育てる集団づくりを目ざして、家庭と園との「共育
て」の中で子ども一人ひとりの主体性を大切にした保育を実践しています。戸外遊びや散歩による自然との触
れ合いや、健康体育、表現活動などの体験重視の保育の充実に努めています。また、職員は子どものさまざま
な興味、関心、発想に寄り添いながら遊びが発展するように支援しています。具体的には、全クラスが協力して
段ボールで作成する「おばけ屋敷」の制作など、子どもの発想を生かし、主体性を大切にした保育が展開されて
います。

3

地域子育て支援のニーズを的確に把握し、今後の活動が充実することを期待します

　地域子育て支援を事業計画の重点項目として掲げ、さまざまな取り組みを目ざしています。そのため地域の
子育て家庭は何を必要としているのか、どんなことに困っているのかなど、地域のニーズを把握していくために
出前保育の紙芝居への参加者や保育所体験者にアンケートを実施しています。また、法人が展開している「む
らやまえん生活相談所」と連携しニーズを把握するため、子育て情報誌「ふじみのひろば」にて定期的に生活相
談所の周知を行っています。把握したニーズを今後の子育て支援の活動に反映し、支援策がさらに充実してい
く事を期待します。

さらなる改善が望まれる点

1

新人事評価制度と連動するキャリアパスについて、理解を深めると良いでしょう

　法人が策定した中期計画には、やりがいを持って職務にあたるための環境整備の一環として、キャリアパス制
度と、新人事評価制度が連動していく事が明記されています。現状、今年度の第三者評価の職員自己評価で
は、職員の長期的展望を示すキャリアパスについての理解がやや不足している傾向が出ています。職務分担
表やキャリアアップ研修と連動した職員育成の資料はすでに策定されていますので、令和5年度に導入する昇
給や昇格に反映する新人事評価制度とキャリアパス制度の関連を明確にし、職員の理解を改めて深めていく事
を期待します。

2

子どもが楽しめ、味覚体験ができる給食のメニューのさらなる充実を期待します

　毎月開催する献立会議では、子どもの喫食状況や食材表などを分析して次月の献立に生かしたり、各クラス
から人気メニューを聞いて献立に反映したりしています。また、食に対する興味、関心を引き出すため調理保育
を実施し、4歳児はピザ、2～5歳児は月見だんご、全園児で焼き芋作りに取り組みました。献立会議では、さら
に給食のメニューを充実させることを課題として認識しています。郷土料理や世界の料理、旬の食材を使った料
理など、子どもが楽しめ、さまざまな味覚体験ができるようメニューの充実に取り組んでいます。
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令和4年度

《事業所名：ほんちょう保育園 》

№

タイトル

内容

タイトル

内容

タイトル

内容

№

タイトル

内容

タイトル

内容

タイトル

内容

〔全体の評価講評：認可保育所〕

特に良いと思う点

1

透明性のある開かれた園を目ざし、保育に取り組む姿を発信し続けています

　園長は子どもを真ん中に保護者と共に「子どもにとって最善の利益」の実現を基本にしています。そのため透
明性のある開かれた園を目ざし、さまざまな会議体を通じて園の方針を全職員にわかりやすく具体的に伝え、
計画策定などでは、職員一人ひとりの役割や立場を尊重し全員で作り上げています。保護者には保育内容を
知っていただくことが「共育て」の基本となると考え、「園だより」や「クラスだより」などを充実し、行事はふだんの
姿を見せています。地域の子育て親子向けに「ほほえみ通信」を発行し、園が取り組んでいる姿を発信し続けて
います。

2

地域とのかかわりを大切にして、子どもたちに多様な体験を提供しています

　近隣の公園や消防署、児童館では熱帯魚や電車の模型を見せてもらっています。近隣の畑では芋掘り体験
を行っています。併設している高齢者施設の高齢者との交流は、今年度も従来のようには行えず、ビデオメッ
セージを届けたり、窓越しで5歳児のたいこ演奏などを見てもらったりするなど、工夫をしながら交流をしていま
す。卒園式には、5歳児が胸につける花のブローチを高齢者施設の方が手作りして、毎年プレゼントしてくれま
す。地域子育て支援事業の出前保育時には、5歳児が折り紙で作ったメダルを参加者にプレゼントすることを恒
例にしています。

3

委員会やさまざまな会議体が組織的に機能し、情報共有のもと園運営を行っています

　園内に4つの委員会を設置し、毎月定期的なミーティングで中期や短期の課題を把握し対策を検討していま
す。委員会が取り組む内容はリスクマネジメント、安全衛生、防火防災管理、地域連携があり、全職員がさまざ
まな会議体や係打ち合せにかかわり、委員会からの提案内容を確認し、各取り組みの実施内容や実施時期な
どについて意見交換し主体的に決めていきます。委員会では月1回進捗状況を確認し、見直しが必要な場合は
職員会議で検討し承認していきます。通期の職員反省会議で進捗状況を説明し、状況共有がされ組織的な活
動となっています。

3

画像を保管する記憶媒体やICT機器の安全対策について再点検すると良いでしょう

　園業務の効率化や保護者との連絡手段、保育内容を画像を使いわかりやすく伝えるためにICT機器の活用が
進んでいます。重要情報の漏洩に対してはクラウド上で管理し、IDとパスワードによりアクセス制限を行いセ
キュリティ対策を行っています。保護者とは画像などの使用についての同意書を結んだうえで、さまざまな資料
作成時に画像を使用し編集しています。写真などの画像を保管するSDカードなどの記憶媒体についても一定の
ルールに基づき使用されていますが、デジタル情報は増加する一方ですので安全対策を再点検していくと良い
でしょう。

さらなる改善が望まれる点

1

キャリアパスの目的や仕組みがより浸透することで、働きがいを感じられるようになるでしょう

　職員が自身の将来について長期的展望を持ち、前向きに日々の保育に取り組むため、キャリアパス制度への
理解をより深めていく必要性を感じます。経験年数と職務を基本に「役割と責任」を設定し目ざす姿を具体的に
示し、「個人研修計画／振り返りシート」、「自己チェツク票」によって半年ごとに育成の方向を共有し、園内外の
必要な研修受講を奨励するなど既に実施されています。今後、実施されている育成の取り組みに新たに人事評
価制度を加え、働きがいを感じられるようキャリアパスの目的や仕組みについてより理解を図る取り組みに期待
します。

2

事業継続計画（BCP）が機能するよう、初動段階の対応を明確にすることを期待します

　事業継続計画（BCP）はリスク委員会が基本案を策定し、職員会議で検討し最終的な計画を完成させていま
す。基本方針、推進体制、発動基準、指揮権代理順位、初動対応のチェックリスト、緊急連絡先リストなどが作
成されており、毎年見直しも行われています。BCP発動時は通信や交通手段が使えない状況が想定されますの
で、初動段階の参集者とその役割を、初動対応のチェックリストを基に誰が何を担当するか定め、その体制を資
料掲示などで周知し、常に職員の意識を保っておくと良いでしょう。混乱状態でも統制された活動となる事を期
待します。
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令和4年度

《事業所名：ひよし保育園 》

№

タイトル

内容

タイトル

内容

タイトル
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№
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タイトル
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〔全体の評価講評：認可保育所〕

特に良いと思う点

1

園長は透明性があり開かれた園となる運営をし、子どもの最善の利益に資するよう子どもや保護者
に寄り添う保育を大切にしています

　チームとして保育に取り組む事を基本とし、保護者や職員にとって透明性があり開かれた園を目ざしていま
す。そのため情報の発信や共有には十分な配慮をし、それらの対応が信頼関係となり、園の雰囲気が良い、安
心できる、相談がしやすいなどの保護者の声となり、利用者調査結果に表れています。園運営や保育の中で生
じる課題には、子どもの最善の利益を考慮しながら全職員で話し合い、協力して迅速に対応しています。子ども
や保護者に寄り添い、園長が全体的な責任を持ち、主任、副主任、リーダー層が役割りを認識した組織的な活
動となっています。

2

戸外遊びや絵本の読み聞かせを中心に、健康体育、わらべうたなどを保育に取り入れ健康な体づく
りと豊かな情操を培っています

　健康な体づくりを目ざし、年間を通して裸足保育や健康体育を取り入れています。子どもの活動の中でも戸外
活動は、自然を感じる事や地域との交流などにつながるため、園庭遊びや、ほぼ毎日散歩に出かけて遊ぶこと
を大切にしています。絵本の読み聞かせやわらべうた、リズム、造形などは0歳児から楽しむ事を大事にして取
り組み、造形では子どもの感触や感覚の発達にもなるため、絵の具遊びも行っています。子どもの「やりたい」
「やってみたら楽しいね」を大事にしながら、おとなとともに楽しみながら子どもたちの豊かな情操を培っていま
す。

3

3～5歳児は3人組の異年齢グループを作り活動する日を設け、遊びの伝承などを通して思いやりの
心が育つように配慮しています

　3～5歳児クラスでは3、4、5歳児の3人組の異年齢グループを作っています。3人でいっしょに活動する日を設
け、さまざまな活動をしています。散歩に出かけて集団遊びを楽しむ事や、卒園児一人ひとりにプレゼントする
製作物を協力しながら作るなど、異年齢児グループでの生活、遊びの伝承の活動を通して、子ども同士思いや
りの心が育つよう配慮しています。5歳児は乳児クラスに生活のお世話に行ったり、お祭り前には盆踊りを踊り
に行くなど、3～5歳児だけでなく異年齢児とのかかわりを大切にしながら保育を進めています。

3

魅力ある職場とするためICT化を推進し、働き方改革にもつながる取り組みを期待します

　今年度の事業計画の重点運営方針として、前年度に引き続き魅力ある職場とするためICT化を推進していく事
を掲げています。保護者との連絡では、園を休む場合に連絡用アプリを使用することや、玄関のタブレットで登
降園時間を記録するなどを行い、今年度は園だよりなどの配信を始めました。未導入のクラスだよりやおたより
帳、お知らせの配信、保護者面談、説明会のオンライン化を期待する声も出ています。ICT化は業務効率化や
職員の育成面での活用など、働き方改革にもつながります。導入時の苦労はありますが積極的な取り組みを期
待します。

さらなる改善が望まれる点

1

地域交流や子育て支援活動については、対策を講じて可能な事から実施していく事を期待します

　地域交流や子育て支援活動については、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、感染防止の観点から思
うような展開ができない状況となっています。従来は、0～2歳児向けに半日保育体験として未就園児の親子が
来園し同年齢の子どものクラスで過ごし、体験する企画でしたが、前年度より園庭開放に切り換え、今年度は園
ホームページに日程を周知し4～6月に実施できました。しかし、近隣の家庭的保育室との交流を計画していまし
たが中止する決断をしています。ICT機器の活用や感染防止策などを講じて、可能な事から実施していく事を期
待します。

2

組織的な保育活動を向上させていくため、非常勤職員との情報共有の工夫が望まれます

　職員会議では重要課題の検討や情報伝達、内部研修などを月に3回実施し、園運営の軸としています。多くの
職員が参加できるように午睡の時間帯に開催し、職員として理解し共有すべき事などを明確にしています。しか
し、非常勤職員は勤務時間などの関係から会議や研修に出席できないことがあり、欠席した場合は会議録だけ
ではなく口頭でも伝えていきますが、理念などの理解を深めていく取り組みや研修の共有化は難しいと感じてい
ます。組織的な活動の質を向上させていくため、リモートでの研修など非常勤職員との情報共有の工夫が望ま
れます。




